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　之 を要す る に 、 田中氏が 上 覆組織の 細微 なる變化 を も精 査せ られた披倆 は 敬

服 に た へ な い か 、 惜 U ら くは 氏 の 遐 稿に 記 され た 事例 だけで は 、 組織の 看方 も

染 色 の 方 法 に も未 だ充分で 無 い 點が あ つ て
、 外 套膜 上覆組織の 構 造 及 Pt

’
機 能 に

於 て ア コ ヤ が ヒ の み が他の 貝 類の 場合 と異 な b 、 氏 の 所 諡 の 如 き特 殊状況 を示

す事 を立 證 す る に足 らない の み な らず反 對の 事 實 煽 多數認 め られ る様 で あ る
、

　 以 上 散 人 の 業 蹟 を紹 介 す る に 際 し無遠慮 な る批 評 を敢え て した 非 縫 は 私 の 深 く恥 つ る所で あ るが 、従

來
一

向科
・學 的 な る研 究 の 出 な か つ た 眞 珠 形 成の 原理 に 關 し此 論著 を稿 し、甼 靜眠 れ る 如 き湖面 に

一
大 石

を投 じ て 一波 萬 波 相 次で 起 る こ と を 期待せ られ た 田 中氏の こ と で あ る か ら、在天 の 靈 は 私 が 學 問 上 の 眞

理 を 求 む る 志 か ら提 出 す る 此 質疑 を咎 ひ る こ と な （．畳 女 寺尾博 士 も 亦余 の 此 所 爲 を恕 諒 せ ら る る こ と

と信ず る の で あ る o 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （川村 」多貴二 ）

實 驗 用 小 動 物 （二 十 日 鼠、鼠 、 天 竺 鼠 ）の

　　　　 靜 賑 内 に 注 射 す る 一 新 法
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　二 十 H鼠 、 鼠 、 天 竺鼠 の 靜脈内 k 色々 の 物 質を注射 す る は 、 陰莖背靜脈
1）

へ

す る方法を 推賞 して ゐ る。

　天 竺鼠 な らば 、 幼手 に把持 させ るか 、 又 は厚 紙製の 圓筒の 中 に動 物 を も しこ

み 白由 に動 け な い 様 に して 體 の 後部 の み を圓筒か ら出 し て や る。二 十 日鼠 、 鼠

な らば、板 に縛 うつ け て もよい し、上記 の 樣 な圓筒を用 ひ て も よい
。

包 皮 か ら

陰莖 を裸 出 させ
、 左 手の 拇指 と食指 で は さん で 引 きの は しなが ら注射 す る 。 注

射針 は 、 齒科醫用 （
‘ 二de　de］ユtis士e ”

） と稱 す る 、 極 く細 く且 短 v 略 の を用ひ
、 徐

徐 に 注射 す る
。 　 　 　 　 ・

　 こ の 方 法に よれ は 、 從來 の 天 竺鼠の 頸靜脈 、
二 十鼠及 CX

’
鼠 の 尾 の 靜脈 に注射

す る 方法 よ b 竜、 成功 率高 く、 頗 る短時間 で 注射が 出來 る
。 （竹　脇 　　潔 ）

僞 姙 娠 状 態 に あ る 天 竺 鼠 の 腦 下 垂 體 前 葉

　DEscl ．IN
，　L 　et 　BRoUHA ，　L．（1931）：　上亭3 ］nodifie とltiolls 　 h｛s士01（〕gique5　 de
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　 1） 陰 莖 背靜賑に 、表 面 か ら の 深 淺 に よ り、・
．
eine 　dDrF．　pr・f．及 び ・

・．　d．5uP ．と呼 ぶ 二 〇Pftが あ る 。 著

者 は そ の い つ れ で あ る か を 記 さ ぬ が 、記 事 よ U察 す る に 後 者 で あ ら う 〔抄 録 者 註 ）o
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　牝 天 竺 鼠に於 て 、 性 週期 中の 適當な時 期 、 9pち、 排卵後間 もな く、 （工）子 宮

粘膜 を刺 戟 して 剥 落膜 を形成せ しめ る か 、 叉 は （2）子 宮を除去 し て僞姙娠状態

を誘導 した
。

い つ れ の 揚合 に も、 以後 の 性邇期 は 停 止 し、 黄體 の 壽命 が 長 くな

b 、 孚L腺が 發達 して 來 た
。

　姙娠 時 以 外 の 卆常時 の 腦下 垂 體前葉で は 、細 い 索 状組 織が綱 目を な し、 その

　 　 　 　 　 　 　 　 ク ロ モ フ A
−−プ 　 　 　 　 　 　 　 ク P モ コ t）レ

網 目の 所 に は 、 無染 色性 の 細胞 と 染 色性 の 細胞 （エ オ シ ン 嗜好 性細胞 及 び 鹽基
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ）’v 　crエ オ ラ− JV

嗜 好性 細胞 ）が見 られ る。姙娠 時 には 、網 目が 密に なつ て 泡　歌 とな b 、 泡

の 中にあ た る 所は 、

エ オ シ ン 嗜好性 の 所 謂姙娠 細胞 に よ つ て殆 ど占領 せ られ て

ゐ る。

　 （］）の 手 術 後 12H
、 （2）の 手 術 後 6U 冂 を經 て調 べ た 動物 の 腦下 垂體 前葉

は 、 姙 娠時 特有の 構造 を示 した
。

故 に 、 胎 兒 、 胎盤及 び子 宮は か か る前葉 の 變

化 に 關係 が な く、 卵巣に 於 け る雄娠 及 び 僞姙娠 に 共通 な變化 が 、 腦下 垂 體前 葉

の 變化 と關係があ る もの と思 は れ る。　　　　　　　　 （竹 脇 　 潔 ）
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　 本書 は 遒 去 四 十 二 年間に 於 け る ヲ ス ボ ン 教 授 の 研 究 業 蹟 を記 せ る 自傳 な lj　o 「本 書 は 青 年 男 女 に し て 科

學 研 究 に 從事せ ん と す る もの に 向つ て 編 した る もの に L て 其の 主 口 的 とす る 断 は 深 く且 つ 廣 く事物 を研

究 す る の 利 あ る を 指摘 せ ん とす る も り な り」と o 博 士 の 論夊 發表 の 理 由 、時 機 に 關 す る 所 説 は 簡 單 な れ ど

多數學 生 の 多 とす る所 な る べ し o 博 士 の 著八 百 一個 に 上 る
。

其 等は 1817年 よ り年代 順 に 表 示 し あ り 。 蓋

し科學 研 究 に 志 す 學 生 の 讀 ん で 刺戟 を受 くる こ と 多 き書 と見 るべ し o 　　 　　　　 （工 藤 六 三 郎）

　 HOWEa
，
　A ．　B ．（19P．C｝〕：　 Aqua 七ic　Mammals ．　 Their　 adaptations 　 to　 life

in　 the　water ．　 xli 十 338　p．，54　 illu呂．　 Sl♪L’ingfield、　Illinois，　U ，S．A ．： dharles

Cf．　Th （lmas ．　＄5．oo．

　 ホ プ キ ン ス 大 學 講師 ハウ エ ル 氏 は 既 に 水棲 哺乳動物 に 關 し數 多 の 著書 を公 に せ し が 本書 に 於 て 墾易に

一般 讀 者 向 き と し て 其 の 苦 心 碍 究 の 結果 を記 せ り
。 十 二 章 に 亘 b 著者 は 游泳 の 歌 態、外歌態、知 覺、口 、

鼻、頸 頭蓋 骨、胴 、 尾、肢等 に 瓦 り て 記 逑せ り 。 方則主 義等 を よ く批 評 せ り。 加之 多數 の 原 圏 を含 む 附 圖

を 挿 入 せ U
。 脊 椎鋤物特 に 噛乳動物 學 學 生 に 有．要の 書 と云 ふ ぺ し D 例 に ょ り製本美 な リ o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に 匸 藤 六 三 郎）
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